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薩

摩

の

荘

園
つ

し、

て竹

内

理

（ー）

常
識
的
に
言
っ
て
、
薩
問
の
荘
園
史
上
に
特
異
な
点
は
、
先
ず
、
何
々
荘
と
称
す
る
名
を
負
う
荘
園
が
他
の
地
方
に
比
べ
て
、
非
常
に
少
い

乙
と
で
あ
る
。
清
水
正
健
民
の
荘
園
志
料
に
よ
れ
ば
、
薩
摩
国
で
は
老
松
荘
、

和
泉
荘
、
新
田
荘
、
日
置
荘
、
伊
作
荘
、
鹿
児
島
荘
、
荒
田
荘
、

島
津
荘
の
八
荘
、
大
関
国
で
は
荒
田
荘
、
島
津
荘
、
東
俣
荘
の
三
荘
に
す
ぎ
な
い
。
乙
の
傾
向
は
日
向
固
に
も
及
び
、

同
国
で
は
県
荘
・
県
北

方
荘
・
県
南
方
荘
・
浮
田
荘
・
臼
杵
荘
・
岡
富
荘
・
国
富
荘
・
塩
見
荘
・
白
赫
荘
・
田
島
荘
・
高
知
尾
荘
・
富
田
荘
・
富
高
荘
・
那
珂
荘
・
新

名
荘
・
広
原
荘
・
船
曳
荘
・
平
群
荘
・
馬
関
田
荘
・
宮
崎
荘
・
諸
県
荘
・
吉
田
荘
の
二
三
荘
で
あ
る
。

乙
れ
を
肥
後
国
の
六
ニ
荘
、
肥
前
国
の

五
O
荘
、
豊
後
国
の
四
二
荘
、
豊
前
国
の
五
五
荘
、
筑
前
国
の
五
四
荘
、
筑
後
国
の
四
八
荘
に
比
べ
て
、
如
何
に
荘
と
し
て
成
立
し
た
も
の
が

少
か
っ
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

之
に
反
し
て
、
何
々
院
と
称
す
る
も
の
の
多
い
ζ
と
も
亦
、
乙
の
地
帯
の
特
徴
で
あ
る
。
清
水
正
健
民
の
荘
園
志
料
に
よ
れ
ば
、

院
は
薩
摩

に
一
一
院
、
大
関
に
一
一
院
、
日
向
に
一
二
院
で
あ
っ
て
、
三
国
の
外
に
は
、
全
国
を
通
じ
て
豊
後
に
ニ
院
、
肥
前
に
一
瞬
、
筑
前
に
一
院
、
能

薩

摩

の

荘

園



薩

摩

の

荘

園

登
に
入
院
、
山
城
に
一
院
、
大
和
に
二
院
と
な
っ
て
お
り
、
大
体
、
薩
隅
日
及
び
能
登
に
特
徴
的
な
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

乙
の
院

に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
史
に
、
院
は
政
所
の
乙
と
で
、
郡
家
以
外
に
郡
内
の
適
当
な
と
こ
ろ
に
正
税
を
出
納
す
る
倉
院
を
つ
く
っ
た
の
が
、

時
代
の
経
過
の
中
に
郡
家
と
同
等
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
院
司
が
時
に
郡
司
と
も
称
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、

て
い
る
の
は
、
ほ
ぽ
首
肯
す
べ
乱
き
で
あ
ろ
う
謀
説
時
一
。
更
に
大
隅
国
図
田
帳
で
は
、
郷
司
も
亦
郡
司
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

こ
の
地
方
で
は
、
郡
も
院
も
郷
も
、
何
れ
も
ほ
ぼ
対
等
の
地
位
を
得
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
現
象
で
、
他

と
説
い

あ
っ
て
、

の
地
方
に
は
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
而
も
他
の
地
方
で
は
、

荘
園
の
発
達
と
共
に
、
郡
司
或
は
郷
司
は
、
荘
官
の
中
に
解
消
し
て
行
く

の
で
あ
る
が
、

こ
の
地
方
で
は
、
却
っ
て
彼
等
が
庄
官
的
地
位
を
獲
得
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
律
令
的
な
、

い
わ
ば
古
代
的
な
称
呼
に
執
し

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
た
こ
の
地
方
の
他
の
社
会
と
は
異
る
歴
史
的
背
景
を
負
う
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

乙
の
点
は
平
安
末
に
お

け
る
奥
州
地
方
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
、

そ
の
歴
史
的
背
景
と
何
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
物
語
る
一
の
史
料
は
、

天
平
二
年
（
A
D
七
三

O
）
に
班
田
を
行
う
た
際
に
大
宰
府

が
言
上
し
て
、
大
隅
薩
摩
両
国
の
百
姓
は
、
建
国
以
来
未
だ
嘗
て
班
田
せ
ず
、
そ
の
所
有
の
田
は
悉
く
墾
田
に
し
て
、
相
承
け
て
田
を
つ
く
り
、

こ
の
両
国
は
班
田
を
行
わ
ず
に
、
約
半
世
紀
を
経
た
延
暦

あ
ら
た
む
る
を
願
わ
ず
、

も
し
班
授
せ
ば
お
そ
ら
く
は
喧
訴
せ
ん
、
と
い
う
の
で
、

一
九
年
（
A
D
入
O
O）
に
初
め
て
百
姓
の
墾
田
を
収
め
て
班
田
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

乙
の
事
は
班
田
制
の
史
上
で
は
有
名
な
事

実
で
あ
る
の
で
、

色
々
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
入
世
紀
ま
で
は
、
こ
の
地
方
は
、
ヤ
マ
ト
朝
廷
か
ら
半
独
立
的
な
状
態
で
あ
る
こ

と
、
蝦
夷
地
と
大
差
な
き
ζ

と
を
示
す
も
の
で
、

唐
書
倭
国
伝
に
、
邪
古
・
波
邪
・
多
尼
に
各
小
王
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
こ
と
と
相
応
し
て

考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
、

市
し
て
こ
の
半
独
立
的
状
体
に
あ
っ
た
の
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
隼
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
、

古
代
の
南
九
州
に
占
拠
し
て
い
た
の
は
、

伝
説
的
に
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
周
知
の
如
く
熊
襲
で
あ
り
、
隼
人
で
あ
る
が
、
令
集
解
に

も
肥
人
書
の
こ
と
が
み
え
、
熊
襲
が
、
南
九
州
の
山
間
部
、
今
日
の
肥
後
の
球
摩
郡
か
ら
大
隅
の
明
瞭
郡
に
か
け
て
い
た
住
民
を
指
す
も
の
で



あ
っ
た
こ
と
は
、
今
日
と
雌
も
否
定
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
に
対
し
て
小
王
あ
り
と
い
わ
れ
る
波
邪
即
ち
隼
人
は
、
阿
多
隼
人
・
甑
隼
人
・

薩
摩
隼
人
・
大
隅
隼
人
と
あ
る
よ
う
に
、

薩
南
及
び
海
岸
・
嶋
慎
の
住
民
を
指
す
。
即
ち
古
代
で
は
、
山
間
部
を
そ
の
生
活
の
根
拠
と
す
る
ク

マ
ソ
と
、
海
洋
部
を
生
活
の
根
拠
と
す
る
ハ
ヤ
ト
と
が
、
こ
の
地
方
の
住
民
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
こ
と
が
、
そ
の
後
の
薩
・

隅
・
日
の
荘
園
制
に
ま
で
強
い
影
揃
聞
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、

天
平
二
年
の
大
宰
府
の
奏
言
は
、
薩
隅
地
方
で
は
水
田
が
開
拓
さ
れ

た
こ
と
が
比
較
的
新
し
い
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
耕
作
民
の
水
田
に
対
す
る
権
利
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
、

と
同
時
に
他
の
地
方
で
は
、

既
に
大
佑
前
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
水
田
割
替
の
慣
習
も
、

乙
の
地
方
で
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

従
っ
て
農
村

共
同
体
的
性
格
も
き
わ
め
て
弱
く
、
大
規
模
な
囲
い
込
み
を
反
捜
す
る
よ
う
な
社
会
的
条
件
に
欠
け
て
い
た
と
考
え
ぎ
る
を
得
な
い
。

島
津
荘
が
そ
の
寄
郡
｜
何
れ
も
数
百
町
歩
を
数
え
る
ー
を
合
せ
て
入

0
0
0町
歩
に
及
ぶ
に
至
る
歴
史
的
社
会
的
条
件
は
、

と
く
に

こ
う
し
た
と
こ
ろ

に
あ
り
、
根
本
は
こ
の
地
方
の
原
住
民
で
あ
る
ク
マ
ソ
も
ハ
ヤ
ト
も
、
本
来
的
な
農
耕
民
で
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
み
る
。

（ニ）

元
来
、
日
本
の
荘
園
の
発
達
史
は
、
大
き
く
三
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
第
一
段
階
は
、
延
喜
二
年
（
A
D
九
O
二
）
の
第
一
回

の
荘
園
整
理
令
の
出
た
と
き
ま
で
の
時
期
、
第
二
期
は
そ
れ
か
ら
延
久
の
荘
園
整
理
の
行
わ
れ
た
延
久
元
年
（
A
D
一
O
六
九
）
ま
で
、
第
三

期
は
、
そ
れ
か
ら
文
治
元
年
（
A
D
一
一
人
五
）
の
守
護
地
頭
の
設
置
ま
で
の
間
で
あ
る
。
文
治
以
後
は
荘
園
の
衰
退
期
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

乙
の
荘
園
発
達
の
段
階
は
、
中
央
に
お
け
る
政
治
情
勢
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
荘
園
自
身
が
、
中
央
の
政
治
権
力
の
産
物

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
荘
園
は
単
な
る
土
地
の
所
有
の
形
態
で
は
な
く
て
、
特
殊
な
土
地
所
有
の

ω〕『
印
4
X
W
H
H
H

で
あ
る
。

単
な
る
土
地
所
有

な
ら
ば
、
大
化
前
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
ど
の
時
代
に
も
脊
在
し
て
い
て
、

荘
園
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
を
と
く
に
荘
園
と
よ
ぷ

一
時
期
が
あ
る
の
は
、
他
の
土
地
所
有
と
区
別
さ
る
べ
き
独
特
な
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

そ
の
特
徴
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
①
そ
の
所

薩

摩

の

荘

園



薩

摩

の

荘

園

四

有
者
が
そ
の
所
有
地
と
空
間
的
距
離
を
有
す
る
こ
と
、
＠
水
田
を
主
体
と
し
た
土
地
所
有
で
あ
る
ζ
と、

の
ニ
点
で
あ
ろ
う
。
荘
と
い
わ
れ
て

い
る
土
地
に
は
、
現
地
と
は
離
れ
た
と
こ
ろ
に
所
有
者
が
い
る
。

こ
れ
を
最
も
明
瞭
に
示
し
て
い
る
の
が
、
建
久
入
年
の
薩
隅
日
の
園
田
帳
で

あ
る
。
薩
寧
国
は
、
そ
の
所
有
者
側
か
ら
み
る
と
、
総
回
数
回
、

O
一
O
町
七
段
の
内
訳
は
、

円

国

領

町

寺

社
島

津

領

六

五

五

町

円

庄

六

三

五

町

島

津

庄

寄

郡

一
、
六
人
九
町
一
段

島
津
庄
寄
郡
内
没
官
領

六
一

O
町

其

他

の

没

官

領

一

O
町

四

段

と
な
っ
て
い
る
。
而
し
て
、
更
に
そ
の
各
々
の
内
訳
を
み
る
と
、

寺

社

領

六

五

五

町

①

安

楽

寺

領

五

回

町

四

段

領
家
即
別
当

国

分

寺

一

O
四

町

五

段

郡
々
散
在

下
司
僧
安
静

天

満

宮

七

町

五

段

宮

里

郷

内

下
司
在
庁
道
友

老

松

圧

ニ

四

町

四

段

山
門
院
内

温

田

浦

人

町

高
城
郡
内
没
官
御
領

地
頭
千
葉
介

＠

弥

勤

寺

領

九

六

町

一

段

領

家

即

別

当

五

大

院

九

一

町

一

段

郡

々

散

在

下
司
僧
安
慶



入

幡

新

田

宮

三

五

町

岡
宮
領
市
比
野

五

町

日

置

庄

三

O
町

益

山

庄

二

五

町

① 

大
隅
正
八
幡
宮
御
領

ニ

二

五

町

内

一
円
御
領
荒
田
圧

λ
O
町

万

得

領

一

四

五

町

三

段

阿
多
久
吉
内
八
段

伊
作
庄
内
二
二
町
五
段
二
O

七

九

町

四

段

此
外
没
官
領
内

①

府

領

社

五

ケ

所

ω
開

門

宮

領

四

二

町

刷

新

田

宮

領

。
町

村

中

島

宮

領

郡
々
散
在

下
司
僧
経
宗

入
来
院
内
没
宮
領
地
頭
千
葉
介

下
司
小
野
太
郎
家
綱
下
司
在
庁
種
明

同
北
郷
内

加
世
田
別
符
内
下
司
塩
田
太
郎
光
澄

鹿
児
島
郡
内

地
頭
掃
部
頭

郡
々
散
在

11 

河
辺
郡
内

/¥. 

町 町

七

段

薩

摩

郡

内

谷
山
郡
内

eニ）
伊

作

知

佐

領

本

社

七

町

五

段

~-t0 

郡

そ
こ
で
、
①
の
安
楽
寺
は
、
筑
前
大
宰
府
の
天
満
廟
安
楽
寺
で
あ
る
。

鹿
児
島
郡
内

を
称
す
る
も
の
は
、
老
松
庄
だ
け
で
あ
る
。
弥
勤
寺
は
、
宇
佐
八
幡
宮
の
神
宮
寺
で
あ
る
。

そ
の
所
領
は
一
五
四
町
四
段
を
数
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
、
庄
号

で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
薩
摩
圏
内
に
お
け
る
所
領
は
一
九
六
町
一
段

荘
号
を
称
す
る
も
の
は
、
日
置
荘
と
益
山
荘
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
大
関
正
入
幡
宮
は
、
隣
国
で
あ
る
。
そ
の
庄
は
荒
田

庄
の
み
で
あ
る
。

薩

摩

の

荘

園
同
宮
領
は
、
地
元
の
大
隅
圏
内
に
は
一
、
二
九
六
町
三
段
小
を
数
え
る
に
拘
わ
ら
ず
、
遂
に
圧
号
を
称
す
る
宮
領
は
、

五

も



隆
i

摩

の

荘

園

....... 
ノ、

’
図
田
帳
に
載
せ
な
い
。
薩
瞳
圏
内
即
ち
在
地
に
あ
る
宮
社
の
所
領
に
至
つ
て
は
、

一
も
荘
号
を
も
っ
所
領
を
有
し
な
い
。
安
楽
寺
や
弥
勅
寺
或

は
正
八
幡
宮
の
、
荘
号
を
有
し
な
い
所
領
を
み
る
と
、
何
れ
も
、
「
郡
々
散
在
」
と
註
し
て
い
る
。
即
ち
国
領
内
に
入
交
的
に
存
在
し
、
国
領

内
の
免
田
と
い
う
形
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

即
ち
入
交
的
に
散
在
す
る
所
領
は
、
荘
を
形
成
し
得
な
い
こ
と
（
大
隅
正
入
幡

宮
領
の
荒
田
荘
が
、

「
一
円
御
領
」
と
あ
る
こ
と
は
、
乙
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
）
領
主
が
在
地
で
あ
る
場
合
に
は
、
荘
と
は
よ
ば
な
い
こ
と

を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
。

島
津
荘
の
起
原
は
、

一
一
世
紀
の
初
期
万
寿
年
聞
に
、

大
宰
大
監
平
季
基
が
、
そ
の
弟
平
良
宗
と
共
に
日
向
国
諸
県
郡
島
津
の
地
の
無
主
の

荒
野
を
聞
き
、

庄
号
を
立
て
て
、
宇
治
関
白
藤
原
頼
通
に
寄
進
し
た
の
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
応
元
年
（
A
D
一
二
人
入
）
島
津
匝

官
等
の
申
状
に
、

島
津
本
庄
者
、
高
専
年
中
以
無
主
荒
野
之
地
、
令
開
発
、
臣
号
令
寄
進
宇
治
関
自
家
以
降
、
長
元
年
中
華
崇
伊
勢
よ
唯
一
諮
儲
宇
佐
八

幡
巴
下
五
社
、
需
鎮
守
、
令
建
立
七
堂
伽
藍
、
稽
其
題
額
於
常
融
市
寺
、
此
外
諸
寺
諸
山
御
願
寺
、
其
敷
惟
多
、
白
公
町
分
五
六
者
被
宛
行

供
料
免
田
、
天
長
地
久
御
願
薫
修
畢
、
奮
霊
験
弥
新
、
安
置
本
尊
者
無
墾
霊
神
、
探
有
世
上
子
細
之
時
者
、
自
伸
身
流
汗
、
示
奇
特
之
瑞
相

事
、
自
昔
子
今
無
退
輔
、
御
析
博
之
次
第
、
具
年
中
行
事
、
庄
号
以
後
二
百
余
歳
者
、
彼
寺
社
造
営
之
外
無
余
事
之
島
恥
℃
下
齢
唯
一
蹴
醐

権
兵
衛
兼

治
蔵
書

と
あ
り
、
更
に
建
暦
三
年
〈
A
D
三
二
三
）
の
僧
智
恵
の
申
状
に
、

僧
智
恵
謹
言

南
郷
内
門
貫
山
寺
薗
畳
所
、
需
郷
地
頭
殿
被
押
召
、
難
堪
愁
状
、

件
僚
、
彼
薗
者
寺
僧
之
領
志
底
年
序
既
積
失
、
所
以
御
庄
建
立
主
平
大
監
季
基
朝
臣
之
御
子
息
平
五
大
夫
兼
輔
朝
臣
之
時
、

従
大
宰
府
、
d

奉

呼
越
竹
林
房
給
豆
、
所
渡
給
薗
也
、
何
竹
林
房
墓
所
眼
前
也
、
其
後
彼
入
室
之
弟
子
講
衆
成
費
房
快
禅
大
徳
、
其
後
叉
講
衆
成
鏡
房
益
悩
伴
大



徳
請
次
四
十
二
年
、
彼
人
死
後
－
一
ハ
叉
講
衆
快
賢
香
禅
一
層
之
所
領
也
、
臨
℃
下
恥
一
議
一

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
万
寿
年
間
よ
り
百
数
十
年
を
経
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
万
寿
三
年
三
月
二
十
三
日
大
宰
府
が
八
幡
宇
佐
官

の
怪
異
を
太
政
官
に
報
告
し
た
解
状
の
大
宰
府
宮
人
の
連
君
、
「
従
五
位
下
行
大
監
平
朝
臣
季
基
」
と
み
え
騒
却
、
翌
年
の
、
同
じ
く
大

宰
府
が
八
幡
宇
佐
宮
の
怪
異
を
報
告
し
た
解
に
も
、
同
人
の
署
名
が
あ
る
胴
か
ら
、
実
在
の
大
宰
大
監
で
あ
っ
た
乙
と
は
確
か
で
あ
る
。

の
み

な
ら
ず
小
右
記
長
元
三
年
（
A
D
一
O
三
O
）
九
月
五
日
の
条
に
、

叉
仰
云
、
召
季
基
等
之
宮
符
、
不
可
引
大
隅
園
解
敷
、

依
太
宰
府
解
文
、
載
召
上
由
知
何
者
、
余
申
可
改
直
由
了
、
即
何
下
、
件
事
一
日
有

云
々
、
前
大
武
惟
憲
卿
責
取
季
基
絹
三
千
儀
疋
、

既
優
免
、
漏
府
解
、
只
載
兼
光
、
其
後
大
隅
園
司
守
重
雄
子
細
言
上
、
即
任
大
隅
園
司
言

上
、
以
季
基
等
官
符
給
大
宰
府
、
今
惟
憲
申
闘
白
云
、
大
隅
園
司
所
申
也
是
越
訴
、

不
可
被
用
、
還
可
有
罪
云
々
、

余
聞
此
事
、
昨
日
示
遣

頭
耕
、
其
趣
者
、
件
事
雄
怨
大
武
、
臆
則
差
加
府
官
弁
目
代
等
、
令
追
捕
兼
光
等
、
其
事
未
了
間
、

任
秩
己
満
、
参
上
後
不
能
重
愁
、
伺
言

上
公
家
、
不
可
調
越
訴
、
始
己
愁
大
府
了
、
惟
憲
卿
指
意
偏
震
引
扱
季
基
、
不
可
因
大
隅
園
解
之
由
、

所
申
闘
白
也
、
引
府
解
給
官
符
者
、

不
可
載
季
基
、
白
左
右
稿
謀
略
詞
、
所
申
迷
殿
、
頭
排
申
委
趣
了
、
閥
自
甘
心
、
不
漏
季
基
、
可
何
宮
符
之
由
、
定
仰
之
、
但
依
府
解
、
可

仰
召
上
季
基
等
之
由
者
、
太
宰
府
解
文
不
載
季
基
、
今
有
此
問
、
更
作
載
有
何
事
、
示
唯
不
奉
指
宣
旨
之
人
、
可
難
仰
不
載
府
解
之
季
基
、

府
解
典
園
解
相
異
、
白
任
彼
園
解
、
給
官
符
子
太
宰
府
、
今
有
此
定
、
不
漏
季
基
、
甚
宜
仰
也
、

惟
憲
卿
本
意
相
違
敗
、
惟
憲
貧
欲
也
、
執

行
閥
自
家
事
之
由
、
何
下
家
中
所
々
了
云
々
、

と
み
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
季
基
は
大
隅
守
と
何
事
か
相
論
を
起
し
た
。
季
基
の
同
類
に
兼
光
な
ど
い
う
者
も
い
た
。
大
隅
守
は
大
宰
府
官

人
に
目
代
を
加
え
て
兼
光
等
を
追
捕
し
た
。

然
る
に
貧
欲
な
聞
え
高
い
当
時
の
大
武
藤
原
惟
憲
は
、
季
基
か
ら
絹
三
千
疋
を
賄
賂
に
と
っ
て
、

こ
の
事
件
を
中
央
に
報
告
す
る
大
宰
府
解
文
か
ら
、
季
基
の
名
を
削
っ
た
。

と
ζ

ろ
が
、
大
隅
守
は
事
件
の
結
末
の
つ
か
な
い
中
に
任
期
が
来

て
上
洛
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
直
接
朝
廷
に
訴
え
た
。

そ
こ
で
朝
廷
で
は
、
事
件
の
札
明
の
た
め
季
基
・
兼
光
等
を
京
都
に
召
間
す
る
宮
符
を

薩

摩

の

荘

園

七



種

摩

の

荘

園

l¥. 

大
宰
府
に
下
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
が
、
大
宰
府
解
文
に
は
、
季
基
の
名
を
載
せ
て
い
な
い
の
で
、

大
宰
府
の
解
に
よ
っ
て
彼
等
ぞ
召
間
す
る
と

い
う
太
政
官
符
に
季
基
の
名
を
載
せ
る
か
否
か
が
問
題
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

結
局
、
季
基
も
召
喚
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
翌
年
正
月
二
十

三
日
、
左
衛
門
陣
に
侯
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
日
本
紀
略
に
み
え
る
。
大
関
守
と
の
紛
争
が
如
何
な
る
こ
と
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
島
津
荘

が
開
発
後
、
専
ら
隅
躍
の
方
面
に
発
展
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
が
こ
の
頃
、
乙
の
方
面
に
開
墾
を
行
っ
た
と
い
う
、
正
応
元
年
の
文
書
は
、

信
ず
ベ
、
き
で
あ
ろ
う
。
長
元
四
年
正
月
十
三
日
の
小
右
記
の
記
事
に
も
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

季
基
進
雑
物
細
糊
ι
「
靴
下
婚
話
一
肌
r控
官
疋
、

乙
の
時
、
小
右
記
の
著
者
実
資
は
右
大
臣
で
あ
り
、
公
卿
と
し
て
は
、
関
白
左
大
臣
藤
原
頼
通
に
つ
ぐ
次
席
で
あ
る
。
色
革
が
、
大
隅
の
産
物

で
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
、
長
元
二
年
入
月
二
日
に
、
大
関
国
の
人
良
孝
朝
臣
が
、
同
じ
く
実
資
に
、
色
革
六
十
枚
・
小
手
革
六
枚
・
赤
木
ニ

切
・
横
倒
三
百
把
・
夜
久
員
五
十
口
を
贈
っ
て
お
る
吟
こ
と
で
も
わ
か
る
。
季
基
の
召
喚
問
題
が
起
っ
た
同
じ
ま
四
ヶ
月
前
、
大
宰
大
武

藤
原
惟
憲
も
召
し
返
さ
れ
、
七
月
に
入
京
し
た
が
、
惟
憲
も
、
九
国
ニ
嶋
の
物
、
底
を
掃
う
て
奪
い
と
り
、
唐
物
叉
同
じ
、
巳
に
恥
を
忘
る
に

似
た
り
、
と
非
難
さ
れ
た
が
鴇
嘉
一
万
一
一
、
季
基
の
進
む
る
物
の
中
に
も
、
唐
錦
・
震
が
あ
り
、
彼
も
亦
還
に
劣
ら
ぬ
行
動
の
主
で
あ
っ

た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

彼
が
最
初
に
聞
い
た
地
は
、
今
日
で
は
都
城
市
内
と
な
っ
て
い
る
郡
元
附
近
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
九
州
で
は
大
宰
府
宮
人
に
よ
る
広
大

な
開
墾
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、

λ
幡
宇
佐
官
神
領
大
鏡
に
よ
る
と
、
長
元
九
年
（
A
D

一O
三
六
）
大
宰
府
権
検
非

使
日
下
部
詩
行
は
、
豊
後
国
日
田
郡
三
尾
田
・
竹
田
村
・
田
島
別
符
・
今
泉
・
石
井
別
符
の
五
ケ
所
の
荒
野
空
閑
地
を
開
発
居
住
し
、
肥
前
国

小
城
郡
五
百
入
十
三
町
余
の
領
主
は
大
監
秦
時
広
と
み
え
る
。
大
宰
府
が
九
州
の
総
元
締
で
あ
っ
た
関
係
上
、
そ
の
宮
人
の
地
位
は
高
く
、
官

人
と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
て
土
民
を
動
員
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
同
時
に
、
大
宰
府
庁
と
し
て
も
、
九
州
各
処
に
府
領
を
設

定
し
、

ζ
れ
が
亦
大
宰
府
宮
人
の
私
領
巻
設
定
す
る
拠
点
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
宰
府
の
府
領
が
何
時
頃
か
ら
、
如
何
な
る
動
機
で



設
定
さ
れ
た
か
は
、
今
日
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
く
入
幡
宇
佐
神
領
大
鏡
に
よ
れ
ば
、

豊
前
園
田
珂
郡
虫
生
別
符
、
規
短
郡

長
野
庄
、
豊
後
国
勾
別
符
（
乙
の
別
符
は
も
と
字
勾
六
郎
藤
原
貞
平
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
朱
雀
帥
の
時
、
蔵
司
納
物
代
と
し
て
府
に
進
め
た

と
あ
る
。
府
領
の
成
因
の
一
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
）
肥
前
園
高
来
別
符
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、

豊
後
園
田
図
帳
に
、
府
済
物
弁
国
官
物
定
田

二
百
五
十
六
町
と
あ
る
の
も
、
府
領
で
あ
ろ
う
。
島
津
庄
の
場
合
は
、
延
喜
兵
部
式
に
、
日
向
園
駅
馬
島
津
各
五
匹
と
あ
っ
て
、

乙
の
地
に
駅

が
お
か
れ
た
乙
と
も
、

大
監
で
あ
る
平
季
基
が
こ
の
地
に
目
を
つ
け
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
鹿
児
島
県
史
に
よ
れ
ば
、
平
季

基
は
其
後
三
俣
院
を
領
し
、
そ
の
隠
居
し
た
地
と
今
も
伝
え
る
箸
野
、
そ
の
古
棟
札
に
「
万
寿
三
年
丙
寅
正
月
廿
日
平
朝
臣
平
大
監
季
基
領
卿
当

同
年
九
月
九
日
神
柱
造
立
」
と
あ
っ
た
と
伝
え
る
神
柱
神
社
は
以
前
は
梅
北
村
益
買
に
鎮
座
し
て
お
り
、
正
応
元
年
の

文
書
に
季
基
が
建
立
し
た
と
み
え
る
常
楽
寺
の
跡
は
、
都
城
市
内
横
市
に
あ
る
と
い
う
調
謹
一
位
。
此
等
の
地
域
は
、
都
城
市
全
区
域
を
庄
内

建
久
図
田
帳
に
、
日
向
国
島
津
庄
中
一
円
圧
と
あ
る
島
津
院
三
百
町
は
当
初
か
ら
既
に
占
地
さ
れ
た
乙
と
が
推
測

地
移
住
之
日
所
崇
也
、

に
包
含
し
た
こ
と
を
示
す
。

せ
ら
れ
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
北
中
郷
百
入
十
町
、
南
中
郷
二
百
町
、
三
俣
院
（
三
股
）
七
百
町
、
北
郷
三
百
町
も
、
立
圧
間
も
な
く
成
立
し
た
も

の
と
考
え
る
の
は
誤
で
な
か
ろ
う
。
乙
れ
ら
院
・
郷
は
既
に
見
た
よ
う
に
、
律
令
的
な
も
の
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
り
、
開
発
領
主
が
大
宰

府
官
人
で
あ
る
こ
と
が
、
院
・
郷
ぞ
そ
の
ま
ま
荘
園
と
な
し
得
た
所
以
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（三）

島
津
荘
が
、
大
隅
・
薩
摩
へ
と
拡
大
し
た
の
は
、
実
は
、
立
荘
後
、

一
世
紀
以
上
を
経
過
し
て
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
大
隅
固
に
お

け
る
島
津
荘
は
、
建
久
八
年
の
同
国
図
田
帳
に
も
、

島
津
御
臣
領

殿
下
御
領
地
頭
衛
門
兵
衛
尉

新

立

庄

七

百

十

五

丁

薩

摩

の

荘

園

九



蔭

摩

の

慈

（寄）崎

薗郡

と
あ
っ
て
、
建
久
当
時
す
ら
こ
れ
を
新
立
圧
と
睦
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
同
国
の
島
津
荘
地
が
比
較
的
新
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
、

七

百

六

十

丁

五

百
（符）

件
三
ケ
所
、
保
延
年
中
以
後
新
府
、
不
随
園
務
也
、

と
あ
る
。
保
延
年
中
と
は
A
D
一
一
三
五
か
ら
一
一
四
一
年
で
あ
る
。
ま
た
寄
郡
に
つ
い
て
は
、

新

立

圧

深

川

院

財

部

院

多

繭

寄

郡

（
マ
マ
）

但
付
其
仁
平
三
年
御
庄
方
検
注
帳
進
之
、
御
庄
官
等
検
田
入
部
時
、
満
作
年
者
貴
居
油
田
付
之
排
済
所
営
物
、

不
作
年
者
雌
遂
検
田

不
幾
、
裁
園
街
訴
也
、

。

七

百

十

五

丁

入

段

三

丈

百

五

十

余

丁

百
余
丁
一
時
一
依
官
有
送
分
損
子
今

島

余

丁

七

百

十

五

丁

入

段

三

丈

と
あ
る
。
仁
平
三
年
は
A
D
一
一
五
三
で
あ
る
。
註
の
文
意
が
明
瞭
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
大
意
は
、
こ
の
寄
郡
は
、
仁
平
三
年
島
津
庄

検
注
の
と
き
に
帳
に
つ
け
て
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
島
津
庄
官
等
が
検
田
入
部
の
際
、
満
作
の
年
に
は
、
油
田
（
小
作
田
）
に
つ
い
て
所
当
の

官
物
を
国
街
に
弁
済
す
る
が
、
不
作
の
年
は
検
田
を
行
っ
て
も
、
幾
ら
も
官
物
を
出
さ
な
い
。

よ
っ
て
屡
々
国
街
か
ら
訴
え
る
と
こ
ろ
で
あ

る
、
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
寄
郡
七
百
十
五
丁
八
段
三
丈
の
田
積
が
、
仁
平
三
年
の
島
津
庄
の
検
注
帳
に
よ
る
と
い
う
の
も
、
こ
の
寄
郡
の
成

立
が
こ
の
程
遠
か
ら
ぬ
時
に
あ
る
ζ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
薩
摩
圏
内
に
お
い
て
島
津
荘
と
し
て
最
初
に
成
立
し
た
の
は
和
泉
郡
三
百
五
十

町
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
も
鹿
児
島
県
史
に
よ
る
と
、

こ
の
和
泉
郡
は
、
平
季
基
の
外
孫
四
郎
行
俊
の
後
資
で
あ
る
和
泉
氏
が
下
司
で
あ
っ
た

地
で
あ
る
が
、
始
祖
成
房
の
時
に
和
泉
庄
弁
済
使
及
び
下
司
職
と
な
っ
た
と
い
い
、
そ
の
成
房
一
は
、
建
久
の
図
田
帳
に
み
え
る
小
大
夫
兼
保
の



曽
祖
父
に
あ
た
る
と
あ
る
の
で
、
成
房
は
万
寿
よ
り
余
程
後
の
こ
と
で
あ
る
羽
一
課
長
。
薩
瞳
圏
内
の
島
津
荘
を
、
一
図
田
一
般
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、

（
島
津
忠
久
）

右
衛
門
兵
衛
尉

島
津
御
庄
一
園
御
領
六
百
三
十
五
町
内

没
日伊官
置作御
北郡領
郷ニ二
七百百
十町入

町ま主
町幡苛
五宮市
段論 rJ
廿田

地
頭
右
衛
門
兵
衛
尉

本
郡
司
小
藤
太
貞
隆
無
府
本

同
南
郷
内
外
小
野
十
七
町

地
頭
右
衛
門
兵
衛
尉
無
府
本

和
泉
郡
三
百
五
十
町

下
司
小
大
夫
兼
保

残
田
二
千
七
百
廿
町
七
段
内

御
庄
寄
郡
内
没
宮
御
領
六
百
十
町
二
段
内

二
百
三
十
ニ
町

（
常
胤
）

地
頭
千
葉
介

地
頭
右
衛
門
兵
衛
尉

三
百
七
十
入
町
三
段

と
あ
り
、
乙
の
中
、
島
津
庄
一
円
領
六
百
三
十
五
町
の
中
で
ニ
百
人
十
五
町
を
占
め
る
伊
作
郡
、
日
置
北
郷
、
同
南
郷
は
、
も
と
も
と
島
津
荘

寄
郡
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
源
平
の
内
乱
が
こ
の
地
方
に
も
波
及
し
、
百
姓
が
逃
散
し
て
荘
園
と
国
街
と
の
両
方
の
課
役
を
勤
仕
す
る
こ
と

が
で
き
ぬ
と
い
う
の
で
、
文
治
頃
在
地
領
主
平
重
澄
が
、
一
円
庄
領
と
し
て
寄
進
し
た
も
の
で
あ
る
講
一
諸
説
匙
…
蜘
。

建
久
の
麗
隅
自
の
図
田
帳
に
よ
れ
ば
、
島
津
荘
は
日
向
国
で
は
三
千
八
百
三
十
七
町
（
内
一
円
庄
二
千
二
十
町
、
寄
郡
一
千
人
百
十
七
町
）

大
隅
国
で
は
一
千
四
百
三
十
町
入
段
三
丈
（
内
新
立
荘
七
百
十
五
町
、
寄
郡
七
百
十
五
町
入
段
三
丈
）
薩
摩
国
で
は
二
千
九
百
三
十
四
町
三
段

（
内
一
円
庄
六
百
三
十
五
町
、
寄
郡
二
千
二
百
九
十
九
町
三
段
）
で
、
総
計
入
千
二
百
二
町
一
段
三
丈
（
内
一
円
圧
三
千
三
百
七
十
町
、
寄
郡

四
千
八
百
三
十
ニ
町
一
段
三
丈
）
と
な
る
全
国
に
比
を
み
ぬ
大
荘
園
も
、

そ
の
完
成
期
は
意
外
に
も
お
そ
く
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け

薩

摩

の

荘

園



薩

摩

の

荘

園

て
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
た
か
も
こ
の
時
期
は
、
荘
園
史
上
の
潤
熟
期
で
あ
り
、
島
津
荘
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
も
示

し
て
い
る
。

島
津
荘
が
と
く
に
急
速
な
拡
大
を
開
始
し
た
保
延
仁
平
年
聞
は
、
中
央
に
お
い
て
関
白
忠
実
が
、
後
鳥
羽
院
と
妥
協
し
て
、
摂
関
家
領
の
確

摂
関
家
の
荘
園
政
策
と
不
可
分
の
関
係
が
み
と
め
ら
れ
る
。
い
は
ば
中
央
の
政
治
情

勢
と
不
可
分
な
関
係
の
上
に
行
わ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
畑
一
解
脱
畑
町
諮
問
紘
一
口
駅
一
説
的
一
語
紙
ト
古

こ
の
こ
と
は
、
島
津
荘
の
半
以
上
を
占
め
る
寄
郡
な
る
も
の
に
お
い
て
も
は
っ
き
り
み
と
め
ら
れ
る
。
弘
安
七
年
（
A
D
一
二
人
三
）
七
月

一
日
、
鎌
倉
幕
府
は
、
薩
摩
郡
一
分
郡
司
孫
太
郎
忠
能
と
惣
地
頭
島
津
久
経
と
の
相
論
の
裁
許
状
を
下
し
た
が
、

立
に
努
力
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
島
津
荘
の
拡
大
も
、

そ
の
一
項
に
、

「
名
田
三
町

五
段
下
地
事
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
、

右
訴
陳
之
趣

子
細
雄
趣
、
所
論
島
津
庄
三
箇
国
削
向
薩
献
内
、
云
本
圧
云
寄
郡
云
私
領
、
所
務
各
別
也
、
本
庄
者
領
家
一
国
之
地
、
寄
郡

者
半
不
輸
、
私
領
者
領
家
地
頭
不
相
箱
、

と
あ
っ
て
、
三
箇
固
に
わ
た
る
島
津
荘
に
は
、
本
庄
と
寄
郡
と
私
領
と
、
三
つ
の
支
配
関
係
を
異
に
し
た
土
地
か
ら
成
立
っ
て
い
る
と
あ
る
。

寄
郡
は
半
不
輸
と
あ
る
が
、
大
隅
国
図
田
帳
の
帖
佐
郡
の
項
に
、

帖
佐
郡
三
百
七
十
一
丁
大

正
宮
領
本
家
パ
幡

地
頭
掃
部
頭

震
半
不
輸
、
正
税
官
物
者
排
演
於
園
街
也
、

と
あ
っ
て
、
正
税
官
物
は
国
衝
に
弁
済
す
る
。
ま
た
八
幡
宇
佐
神
領
大
鏡
に
、

小
城
郡
内
伴
部
郷
粧
品
川
自
戒
に
・
4
畑
一
醐
一
何
回
龍
一
切
打
師
一
結
成
問

仲
小
城
西
東
井
伴
部
郷
者
本
園
領
也
、
而
自
本
領
主
大
監
秦
時
庚
之
手
、

興
見
物
以
延
久
五
年
買
得
津
守
常
見
御
領
之
後

於
半
不
輸
之
神



領
、
排
済
官
物
之
外
、
停
止
他
園
役
勤
仕
神
事
、
進
憤
宮
召
加
地
子
副
米
也
、

と
み
え
（
於
半
不
輸
の
「
於
」
は
「
矯
」
と
訓
む
）
、
ま
た
筑
後
園
生
葉
郡
の
項
で
は
、

守
部
庄
同
至
回
数
起
請
田
十
人
丁
七
反
三
十
時
間
開
肱
蜘
瑚
ア
娘
一
品
調
一
納
周
作
一
丁
麟
味
料
転
出
一
除

件
庄
子
細
、
加
小
家
臣
沙
汰
時
、
庄
司
安
部
成
末
陳
般
云
、
以
高
書
三
年
五
月
十
五
日
立
券
神
領
之
後
、
無
有
牢
寵
、
於
本
田
十
五
丁

（
役
脱
カ
）

者
、
官
検
田
使
入
勘
、
進
納
官
物
於
圏
庫
之
外
、
免
除
他
所
勤
仕
神
事
也
、
有
余
田
之
時
者
、
宮
物
結
解
請
園
街
之
勘
定
、

と
み
え
、
ま
た

小
河
庄
四
至

一
圏
不
輸

（
加
カ
）

回
数
本
庄
廿
丁
一
閤
不
輸
、
上
下
松
延
品
川
丁
畑
山
叶
耕
輔

r官
用
作
一
丁
六
反
日
本
件
庄
如
小
家
庄
沙
汰
之
時
、
庄
司
大
蔵
季

（
二
十
）

遠
陳
扶
云
、
本
庄
十
ニ
丁
ハ
大
井
御
位
田
也
、
於
松
延
名
田
者
免
除
田
率
雑
物
公
事
雑
役
、
震
一
色
田
、
町
見
米
二
石
五
斗
・
絹
五
疋
排

三
深
入
丁

済
園
庫
之
外
、
無
他
役
、
偏
勤
仕
神
事
、

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
に
よ
っ
て
半
不
輸
の
性
格
は
明
瞭
に
な
る
。

即
ち
、
国
街
に
宮
物
は
弁
済
す
る
が
、
他
の
田
率
雑
物
及
び
公
事
雑
役
を

免
除
さ
れ
、
そ
れ
を
領
家
方
に
勤
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
色
田
と
称
す
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
（
小
河
圧
の
条
）
。

一
色
田
は
、
ま
た
雑
役

免
と
も
称
す
る
こ
と
は
、
時
代
は
下
る
が
、
東
寺
百
合
文
書
テ
所
収
永
和
二
年
（
A
D
一
三
七
六
）
五
月
の
矢
野
庄
目
録
に
、

号
一
色
白
、

雑
免
田
五
斗
六
升
無
雑
役
下
地
也
、

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
寄
郡
日
半
不
輸
リ
一
色
回
日
雑
役
免
で
あ
る
。
ま
た
入
幡
宇
佐
神
領
大
鏡
の
守
部
圧
の
起
請
田
十

八
町
七
反
三
十
代
が
、

竹
野
庄
の
加
納
た
る
に
よ
っ
て
半
不
輸
也
と
あ
る
註
文
も
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
意
味
を
も
っ
。
〆
加
納
田
が
す
べ
て
半
不

加
納
田
が
半
不
輸
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
官
所
当
官
物
を
国
街
に

輸
で
あ
る
か
は
、
な
お
考
慮
の
余
地
が
あ
る
に
し
て
も
、

弁
進
し
、
雑
役
公
事
を
領
家
に
勤
仕
す
る
も
の
が
半
不
輸
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
有
名
な
伊
賀
国
の
黒
田
・
玉
滝
両
柚
の
出
作
田
も
亦
、
同
じ
も

薩

摩

の

荘

園



薩

摩

の

荘

園

四

の
と
な
る
。
平
安
末
期
の
圧
民
の
一
種
に
、

「
寄
人
」
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
乙
の
寄
人
は
、

そ
の
耕
作
田
の
官
物
と
身
の
会
事
と
を
、
別
々

の
領
主
に
勤
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
そ
の
耕
作
田
を
主
体
に
言
え
ば
半
不
輸
田
で
あ
る
岡
地
の
耕
作
者
を
い
う
。
聞
ち
、
半
不
輸
を
、

人
身
壱
主
と
し
て
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
乙
の
「
寄
人
」
の
「
寄
」
も
、
寄
郡
の
寄
と
同
じ
で
あ
り
、
寄
人
は
依
人
と
書
い
た
文
書

が
あ
る
の
で
「
よ
り
う
ど
」
と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
寄
郡
も
、
「
よ
り
と
お
り
」
と
よ
れ
u
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（四）

寄
郡
日
半
不
輸
H
一
色
田
H
雑
役
免
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
吾
々
は
更
に
大
和
圏
内
に
お
け
る
興
福
寺
雑
役
免
を
想
起
す
る
。

D
一
O
七
O
）
の
興
福
寺
大
和
国
雑
役
免
帳
に
よ
れ
ば
（
乙
れ
は
従
来
一
般
に
興
福
寺
資
財
帳
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
た
）
、

延
久
二
年
（
A

大
和
圏
内
東
西
諸

郡
合
せ
て
興
福
寺
領
ニ
千
三
百
五
十
九
町
九
段
三
十
五
歩
で
、
そ
の
中
、
不
輸
免
田
畠
五
百
二
町
七
段
二
十
五
歩
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雑
役

免
田
園
田
は
一
千
八
百
五
十
四
町
二
段
十
歩
に
達
し
て
い
る
岬
申
請
一
尚
一
以
担
。
而
し
て
不
輸
免
田
畠
に
ニ
種
あ
っ
て
、

り
、
他
の
一
は
国
議
不
輸
免
田
で
ゐ
る
。
前
者
は
興
福
寺
本
願
、
恐
ら
く
藤
原
不
比
等
の
施
入
に
な
る
も
の
で
、

一
は
本
願
施
入
国
畠
で
あ

こ
れ
は
東
西
諸
郡
合
せ
て
九

十
七
町
余
で
あ
る
に
対
し
、
後
者
、
い
わ
ゆ
る
国
免
地
は
四
百
六
町
で
あ
る
。
・
雑
役
免
田
畠
に
も
二
種
あ
っ
て
、

一
は
公
田
畠
で
、
乙
れ
に
は

「
官
物
弁
国
宰
、
雑
役
勤
寺
家
」
と
註
し
、
他
の
一
は
、
神
社
仏
寺
諸
司
要
劇
田
畠
で
、

「
地
子
各
円
U
家
、
雑
役
勤
寺
口
」
と
註
し
て
い

る
。
而
し
て
雑
役
免
田
畠
が
不
輸
田
畠
の
四
倍
に
近
い
こ
と
は
、
島
津
荘
に
お
い
て
寄
郡
が
本
庄
の
二
倍
近
い
こ
と
と
同
じ
現
象
を
呈
し
て
い

る。

一
般
に
半
不
輸
田
、
雑
役
免
田
が
本
荘
田
よ
り
も
大
き
い
の
が
通
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
雑
役
免
、
半
不
輸
田
は
如
何
に
し
て
成
立
し
た

で
あ
ら
う
か
。
乙
れ
を
示
す
も
の
は
、
保
元
元
年
（
A
D
一
一
五
六
）
間
七
月
十
八
日
の
新
制
七
条
の
中
の
第
二
条
で
あ
る
。
日
く
、

可

同
下
知
諸
園
司

停
止
聞
社

喜
宮
諸

霊
園
本
免
外

語余
田
弁
庄
民
濫
行
事

仰
、
件
庄
園
等
或
載
官
省
符
、
或
為
勅
免
地
、
四
至
坪
付
券
契
分
明
、
市
世
及
樟
季
、
人
好
貧
饗
、
競
加
納
称
出
作
、
本
免
之
外
押
領
公



田
、
暗
減
率
法
、
謝
揮
官
物
、
蚕
食
之
漸
狼
戻
之
基
也
、
兼
亦
以
在
庁
官
人
郡
司
百
姓
、

補
圧
官
定
寄
人
、
悲
募
名
目
、
遁
避
課
役
、
郡

麟
之
滅
亡
、
乃
貫
之
擁
怠
、
職
而
由
此
由
、
庄
園
相
共
注
書
加
納
、
停
止
濫
行
、
令
従
園
務
、
若
庄
家
寄
事
於
左
右
、
不
排
決
理
非
者
、

園
司
勤
献
、
早
経
言
上
、
随
其
献
跡
、
且
停
藤
正
競
、
且
召
取
庄
司
、
下
検
非
違
使
、
宜
令
札
弾
、
但
帯
宣
旨
井
白
川
鳥
羽
両
院
庁
下
文

者
、
領
家
進
件
詮
文
、
宜
待
天
裁
恥
融

即
ち
こ
の
ケ
条
に
よ
れ
ば
、
加
納
、
出
作
は
、
先
ず
荘
園
領
主
側
の
運
動
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
判
る
。
島
津
庄
寄
郡
の
場
合
、
例
え
ば
、

院
司
僧
相
印

地
頭
右
衛
門
兵
衛
尉

院
司
業
平

地
頭
右
衛
門
兵
衛
尉

地
頭
右
衛
門
兵
衛
尉

市
来
院
百
五
十
町
島
津
御
庄
寄
郡

滞
家
院
百
三
十
町
岡
御
圧
寄
郡

河
漣
郡
二
百
二
十
町
内
向
御
圧
寄
郡

府
領
杜
十
町

下
司
平
太
道
綱

公
領
二
百
十
町

郡
司
道
綱

と
あ
り
、
寄
郡
に
は
院
司
、
郡
司
が
依
然
と
し
て
居
っ
て
下
司
的
役
目
を
果
し
、
ま
た
、

高
城
郡
二
百
五
十
五
町
内

島
津
御
庄
寄
郡

寺
領
五
十
三
丁
安
楽
寺

湿
田
浦
十
人
町

下
司
僧
安
静

下
司
在
庁
師
高

没
官
御
領
地
頭
千
葉
介

下
司
僧
経
宗

下
司
僧
安
慶

社
領
三
十
町
繍
勅
寺

寺
領
三
十
町
調
勃
寺

公
領
百
四
十
二
町

没
官
御
領
地
頭
千
葉
介

若
吉
三
十
六
町

本
郡
司
薬
師
丸

薩

摩

の

荘

園

五



薩

摩

の

荘

園

一六

時
吉
十
八
町

名
主
在
庁
道
友

得
末
ニ
町

名
主
肥
後
園
住
人
江
田
太
郎
貫
秀

吉
枝
十
九
町

名
主
在
庁
師
高

武
光
三
十
三
町
五
段

名
主
同
師
高

郎
丸
十
町

名
主
在
庁
種
明

万
得
十
五
町

名
主
在
庁
師
高

草
道
万
得
十
五
町
嶋
津
御
庄
論
名
主
紀
大
夫
正
家

大
河
三
町
五
段
嶋
津
同
御
庄
論

万

得

と
あ
っ
て
、
公
領
の
寄
郡
に
は
、
在
庁
が
名
主
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
れ
は
、
前
掲
の
保
元
元
年
の
宣
旨
の
そ
の
ま
〉
あ
ら
わ
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
二
百
ひ
換
え
れ
ば
、
島
津
荘
寄
郡
の
成
因
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

勿
論
、
荘
園
に
お
け
る
加
柄
、
出
作
田
は
、
保
元
元
年
の
宣
旨
を
頂
点
と
す
る
時
期
に
始
っ
た
の
で
は
な
く
、

既
に
そ
の
由
来
は
久
し
い
以

前
か
ら
で
あ
る
。
有
名
な
東
大
寺
領
伊
賀
国
黒
田
柚
の
出
作
田
が
、
国
司
と
の
紛
争
の
種
と
な
っ
た
の
は
天
喜
頃
（
A
D

一O
五三

τ天
喜
元

年
）
の
乙
と
で
あ
る
。
然
し
、

延
喜
以
来
屡
々
く
り
返
さ
れ
た
荘
園
整
理
令
に
お
い
て
は
、
専
ら
、
某
年
以
後
の
新
立
荘
園
の
停
止
の
み
を
言

う
て
、
特
に
加
納
田
、
出
作
田
の
整
理
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
院
政
期
の
最
初
の
荘
園
整
理
令
に
お
い
て
、
こ
れ
が
初
め
て
問

題
視
さ
れ
た
。
院
政
期
最
初
の
荘
園
整
理
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
延
久
元
年
（
A
D

一O
六
九
）
の
、
後
三
条
天
皇
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
荘
園
整
理
令
は
、
二
月
二
十
三
日
と
三
月
二
十
三
日
の
二
固
に
く
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
二
月
二
十
三
日
の
官
符
に
お

い
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
全
文
は
今
日
伝
わ
ら
な
い
が
、
東
大
寺
文
書
延
久
元
年
八
月
二
十
九
日
付
の
筑
前
国
嘉
麻
郡
司

解
に
引
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、



神
社
悌
寺
院
宮
王
臣
家
諸
庄
園
、
或
停
止
寛
徳
二
年
以
後
之
新
立
圧
、
或
嫌
偉
情
地
相
博
踊
腕
、
或
恋
駈
平
民
、
鑑
隠
公
田
、
或
無
定
坪
備

庄
、
或
諸
庄
園
所
在
領
主
・
田
畠
惣
敷
、
措
注
子
細
、
可
経
言
上
之
由
、
被
下
宣
旨
者
。
（
謙
一
立
旭
町
一

こ
れ
は
、
従
来
の
整
理
令
と
は
全
く
面
白
を
新
た
に
し
た
内
容
を
有
す
る
も
の
で
、
ハ
門
寛
徳
二
年
以
後
の
新
立
庄
園
を
停
止
す
る
こ

ム』みの旬。。

と
。
白
そ
れ
以
外
で
も
や
せ
地
を
撮
っ
て
肥
地
と
か
え
、
或
は
平
民
を
恋
に
駈
使
し
て
公
団
を
か
く
し
（
加
納
田
或
は
出
作
田
）
、
或
は
定
つ

た
坪
付
の
備
の
な
い
荘
（
浮
免
）
を
注
進
せ
よ
。
日
諸
庄
閣
に
在
る
所
の
領
主
（
在
地
領
主
）
及
び
田
畠
惣
数
を
注
進
せ
よ
、
と
い
う
三
ケ
条

の
内
容
を
有
す
る
。
こ
の
中
、
同
は
、
正
し
く
加
納
田
乃
至
出
作
田
、
及
び
浮
免
田
の
摘
発
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
浮
免
田
は
、
浮
免
と
も

い
い
、
雑
役
免
の
一
種
で
あ
る
。

た
だ
雑
役
を
免
ぜ
ら
れ
る
団
地
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、

一
定
の
田
積
が
指
定
せ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

た
だ
し
雑
役
免
の
多
く
は
浮
免
で
あ
り
、
例
え
ば
東
大
寺
は
大
和
圏
内
に
三
三
百
六
十
町
歩
の
香
菜
免
田
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
永
久
四
年

（A
D
一
一
一
六
）
の
東
大
寺
請
文
に
、

以
香
菜
免
、
謂
雑
役
円
〕
免
田
三
百
六
十
町
者
、
元
是
浮
免
也
、
依
有
煩
、

（三日）

口
口
載
坪
付
、
被
下
宣
旨
己
畢
、
（
～
周
一
均
一
随
一
肌

と
み
え
、
嘉
応
元
年
（
A
D
一
一
六
九
）
十
一
月
十
九
日
の
勧
学
院
政
所
不
文
に
ひ
く
東
大
寺
解
状
に
も
全
く
同
じ
こ
と
が
み
え
る
ヨ
当
地
攻

恥
。
時
代
は
下
る
が
、
備
後
国
大
田
荘
に
お
い
て
、
雑
掌
頼
覚
と
地
頭
信
連
と
か
相
論
し
た
際
の
嘉
元
四
年
（
A
D
（三

O
六
）
九
月
七
日
の

関
東
下
知
状
に
、

（議）

去
高
口
四
年
被
下

宣
旨
、
停
止
浮
免
、
承
保
三
年
六
月
十

一
雑
免
事

右
於
大
田
方
雑
免
者
、
本
伍
拾
町
、
後
日
加
五
町
之
間
五
十
五
町
也
、
其
外
称
差
雑
免
、

引
募
公
団
之
問
、
令
勘
落
畢
、
於
本
免
者
不
及

子
細
之
処
、
称
不
可
勘
落
、
押
領
下
地
之
由
、
雑
掌
申
之
処
、

五
十
五
町
内
、
山
中
郷
分
者
三
分
一
拾
陸
町
六
段
大
也
、
勘
落
九
町
飴
之

条
、
無
謂
之
由
信
連
陳
之
、
知
雑
掌
所
進
弘
安
七
年
御
下
知
者
、
或
以
土
名
引
入
地
頭
名
之
保
無
調
、
不
帯
領
家
免
献
者
、

可
返
付
平
民
云

薩

摩

の

荘

園

七



薩

摩

の

荘

園

l¥ 

々
、
或
検
注
之
時
下
地
可
露
額
云
々
、
如
信
連
所
進
本
司
注
文
者
、
在
雑
免
云
々
、
伍
拾
伍
町
雑
免
者
、
相
互
無
論
、
但
如
本
司
注
文
者
、

在
雑
免
参
拾
町
、
又
申
給
武
拾
町
一
時
強
制
一
端
剛
一

ι但
於
云
々
、
試
拾
町
者
黒
鞭
村
雑
免
也
、
所
残
参
拾
町
者
儀
郷
之
雑
免
也
、
山
中
郷
雑

免
過
分
之
問
、
令
勘
落
由
雑
掌
申
之
処
、
黒
鞭
村
地
頭
別
作
之
由
、
載
本
司
注
文
者
各
別
事
也
．
後
日
書
加
畢
本
司
加
謹
判
之
上
、
可
排

所
嘗
之
旨
書
載
之
問
、
非
雑
免
事
之
保
、
無
異
儀
、
随
市
雑
免
者
浮
免
也
、
下
地
不
定
之
問
、
武
拾
町
下
地
不
可
限
黒
鞭
村
欺
、
黒
鞭
村
公

問
者
、
為
堂
町
鯵
下
地
之
像
、
嘉
禄
目
録
分
明
也
、
争
可
有
武
拾
町
雑
免
哉
之
自
信
連
陳
之
、
嘉
禄
目
録
者
、
相
語
検
注
使
雄
令
減
少
、

堂
時
現
作
五
十
儀
町
也
、
其
土
雑
免
者
下
地
治
定
之
由
、
雑
掌
離
帯
之
、
黒
鞭
村
下
地
不
分
明
之
上
、
於
雑
免
者
、
雑
掌
不
差
申
下
地
在

所
之
問
、
非
無
不
審
、
黒
鞭
村
者
地
頭
各
別
也
、
為
雑
免
令
相
行
否
、
専
究
之
後
、
可
有
左
右
突
、
知
調
理
白

こ
れ
が
、
す
べ
て
の
雑
役
免
は
浮
田
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

こ
こ
で
必
要
な
の
は
、

「
随
而
雑
免
者
浮
免
也
」
と
い
う
一
句
で
あ
る
が
、

き
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
乙
の
ケ
条
の
全
文
を
か
か
げ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
前
後
を
判
読
す
れ
ば
、
雑
免
必
ず
し
も
す
べ

て
浮
免
で
は
な
い
が
、
然
し
浮
免
で
あ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
合
理
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
浮
免
田
で
あ
る
雑
役
免
の
定
田
佑

が
行
わ
れ
る
。
延
久
元
年
の
荘
園
整
理
令
の
向
は
、
正
し
く
そ
の
前
提
作
業
で
あ
る
。

延
久

年
の
興
福
寺
大
和
国
雑
役
免
帳
カ3
作
成
さ
れ
た

の
は
、
正
し
く
こ
の
整
理
令
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

雑
役
免
・
出
作
田
・
加
納
田
の
形
成
は
、
既
に
延
久
は
る
か
以
前
よ
り
始
ま
り
、

こ
れ
を
一

O
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
然
し
こ
れ
を
荘
園
整
理
の
主
要
な
る
対
象
と
し
た
の
は
、
実
に
院
政
期
で
あ
る
。
嘉
承
元
年
〈
A
D
一一

O
七
）
十
月
三
十
日
に
は
、

こ
れ
が
七
道
諸
国
に
出
た
も
の
か
、
特
定
の
園
の
み
を
対
象
と
し
た

も
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
宣
旨
に
よ
っ
て
東
大
寺
領
美
濃
国
大
井
荘
の
加
納
田
畠
は
、
一

E
停
廃
さ
れ
て
い
る
話
通
敬
一
。
天
永
二

年
（
A
D
一
一
一
一
）
十
月
二
日
の
観
世
音
寺
三
綱
等
解
に
よ
れ
ば
、
前
年
間
七
月
六
日
に
新
任
の
筑
前
国
守
に
対
し
、
新
立
庄
園
を
停
止
し
、

乙
れ
は
「
国
司
初
任
例
状
官
符
」
と
み
え
る
話
一
設
一
。
即
ち
こ
の
頃

寛
徳
二
年
以
後
の
新
立
庄
園
、
加
納
田
畠
を
停
止
す
べ
き
宣
旨
が
出
た
。

所
々
庄
園
加
納
田
宮
物
を
弁
済
せ
し
む
べ
し
と
の
官
符
が
出
た
が
、



で
は
、
国
司
新
任
の
度
毎
に
、
新
立
圧
園
を
停
止
し
、

圧
園
加
納
田
の
宮
物
を
弁
済
さ
せ
る
官
符
を
申
請
す
る
の
が
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
院
政
の
政
策
を
背
景
に
し
て
、
地
方
国
司
の
荘
園
攻
勢
は
至
る
と
こ
ろ
で
強
化
会
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
荘
園
側
は
、

一
つ
は
浮

免
田
の
定
田
佑
と
し
て
対
応
す
る
。
東
大
寺
大
和
圏
内
の
雑
役
免
が
定
田
佑
し
た
の
は
、
院
政
期
、
特
に
鳥
羽
、
後
白
河
院
々
政
期
で
あ
る
。

興
福
寺
の
雑
役
免
帳
の
作
成
は
、
延
久
整
理
令
に
応
じ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
定
田
佑
の
転
機
を
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ニ

は
、
加
納
・
出
作
に
よ
る
荘
園
の
拡
大
で
あ
る
。
雑
役
免
浮
免
田
の
定
坪
佑
は
、

一
面
で
は
荘
園
領
主
側
の
支
配
力
を
確
立
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
荘
園
領
主
側
が
比
較
的
看
過
し
て
い
た
雑
役
免
に
対
す
る
権
利
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

あ
た
か
も
、
律

令
国
家
の
八
世
紀
以
来
の
墾
田
政
策
が
、
輸
租
田
で
あ
り
、
そ
の
耕
作
者
の
収
取
を
看
過
し
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
半
不
輸
地
の
形
成
を
可

能
な
ら
し
め
た
。
島
津
荘
の
発
展
及
び
そ
の
寄
郡
の
形
成
は
、

円酔
u

敏
感
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
芯
ら
ぬ
。

ひ
と
り
辺
境
に
お
け
る
特
殊
現
象
で
は
な
く
て
、
当
時
の
中
央
の
政
治
権
力
に

（
註
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The Shoen in Satuma (Southern Kyushu) 

- Especially on the Y origori (IJIB) -

By R. Takeuchi 

The Shoen in Southern Kyushu is marked by its large area. 

The aborigines in this district, Kumaso and H ayato, were not 

agricultural race. Owing to this, the development of agric.ulture 

was so tardy that it did not reach the same level as in .other 

districts even in 8th century. For the patriachs and·· powerful 

clans, this situation made it easy to enclose the large area of 

lands. 

The Shz"mazu-no-Sho, representative one in Southern Kyushu.­

was founded by the official of Dazaz"tu· C**M) and · was 

contributed to the Fujiwaras in Kyoto, then at the end of 12th 

century expanded to 8,000 cho (about 19, 600 acres) by Tadazane 

Fujiwara, the Kampaku COOS), who intended to expand his 0wn 
Shoen. More than half of this Shoen were "Hanfuyu" UJ~:::jqj). 
called Yorz"gorz", the lands exempted from corvee except rent. 

These lands of Hanfuyu, called also Zoekz"men (~fit§B}, · were 

found extensively in many other Shoen throughout the country. 

As a means of extending their Shoen into Koryo (~ffi). (public 

land), the lords adopted this Hanfuyu system. 

After all, Shoen in Southern Kyushu underwent the changes 

through the political transition of the central go~ernment, 

though it is said that it has many peculiarity as against th: , 

ones in other districts. 
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